
　「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
「
地
方
創
生
」
│

こ
の
両
者
は
一
見
、
相
反
す
る
も
の
の
よ

う
に
思
え
る
が
、
実
は
切
り
離
し
が
た
く

結
び
つ
い
て
い
る
。
経
済
の
活
性
化
、
環

境
問
題
、
多
文
化
共
生
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
社
会
が
抱
え
る
課
題
の
多
く
は
、

地
域
・
国
内
・
国
際
と
い
う
異
な
る
レ
ベ

ル
で
あ
っ
て
も
共
通
し
、
相
互
に
か
か
わ

り
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
際
と
地
域
を
一
体
的

に
捉
え
て
、
地
域
の
諸
問
題
の
解
決
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
の
が
、

２
０
１
６
年
４
月
、
福
井
大
学
に
新
設
さ

れ
た
国
際
地
域
学
部
だ
。
国
際
地
域
学
部

長
の
寺
岡
英
男
副
学
長
は
、
学
部
新
設
の

ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
福
井
県
は
、
も
の
づ
く
り
が
盛
ん
で
、

中
小
企
業
の
多
い
地
域
で
す
。
古
く
は
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
近
年
で
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
は
、
県
内
の
経
済
も
大

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。し
か
し
、各
企
業
は
、

新
素
材
の
開
発
や
販
売
経
路
の
開
拓
な
ど

に
努
め
、
海
外
に
も
進
出
し
、
今
や
世
界

シ
ェ
ア
１
位
の
商
品
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

地
方
創
生
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
は
欠
か
せ
ず
、
そ
れ
は
経
済
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
抱
え
る

諸
問
題
を
構
造
的
・
重
層
的
に
捉
え
て
、

地
域
に
と
っ
て
最
善
の
課
題
解
決
策
と
そ

れ
を
担
う
人
材
育
成
を
、
国
際
水
準
の
教

育
で
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
同
学
部
で
は
、
国
際
と
地
域
の
両
方
に

比
重
を
置
い
て
学
修
と
研
究
を
進
め
る
た

め
、
学
生
全
員
に
海
外
留
学
レ
ベ
ル
の
英

語
力
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
企
業
や
自
治
体
な
ど
と
連
携

し
て
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
学
習
を
、

４
年
間
を
通
し
て
行
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
た
。
さ
ら
に
、
学
生
が
主
体
的
に
学
び

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
創
生
の
視
点

か
ら
学
び
に
入
る
「
地
域
創
生
ア
プ
ロ
ー

チ
」
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
学
び

福
井
大
学
副
学
長
（
国
際
担
当
）

国
際
地
域
学
部
長

寺
岡
英
男
　て
ら
お
か
・
ひ
で
お

福
井
大
学
理
事
（
教
育
・
学
生
）
等

を
経
て
現
職
。
専
門
は
教
育
方
法
学
。

福
井
大
学

国
際
地
域
学
部
教
授

伊
藤
　勇
　い
と
う
・
い
さ
む

福
井
大
学
教
育
学
部
教
授
等
を
経
て

現
職
。
専
門
は
社
会
学
。
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グローバル化と地方創生を
一体的に捉えた教育で、

地域の課題解決を図る人材を育む
福井大学●国際地域学部

２０１６年４月、福井大学に新設された国際地域学部は、国際と地域を別々のものではなく一体として捉えて、
地方創生を担う人材の育成を目指している。その教育を実現するために、学内の資源を有効に取り入れたカ
リキュラムを構築。世界と地域をつなぐための英語４技能の育成、企業・自治体などと連携して行うプロジェ
クト型の演習科目、そして、課題に複合的にアプローチするための文理融合型教育と、学生が「国際」と「地
域」の両面を深く学べる場を設けている。

大 学 Evo l ut ion
大学が拓く新しい学び

国
際
と
地
域
の
両
方
に
比
重
を
置
い
て
学
ぶ
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に
入
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の

２
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
意
し
、
学
生
が

自
身
の
関
心
に
応
じ
て
科
目
を
系
統
的
に

学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
国
際
地
域
学
部
の

伊
藤
勇
教
授
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
学
問
の

枠
組
み
を
超
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
て

い
ま
す
。
ア
プ
ロ
ー
チ
は
２
年
次
進
級
時

に
選
択
し
ま
す
が
、
３
年
次
以
降
で
の
変

更
を
妨
げ
な
い
柔
軟
な
も
の
で
す
」

　
同
学
部
の
学
び
の
特
徴
を
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
挙
げ
た
い
の
は
、
３
年
次
に
半
年
以

上
の
海
外
留
学
を
必
修
、
ま
た
は
推
奨
と

し
（
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
異
な
る
）、
そ

れ
に
向
け
た
英
語
力
を
つ
け
る
た
め
に
、

１
年
次
に
英
語
の
科
目
を
集
中
し
て
履
修

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　
福
井
大
学
で
は
、
11
年
に
「
語
学
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
（
＊

１
）
を
専
門
と
し
た
英
語
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
少
人
数
制
の
授
業
を
行
う
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
。
遮
音
設
備
の
整
っ

た
個
人
の
語
学
演
習
室
を
設
置
す
る
な
ど
、

英
語
学
習
の
た
め
の
環
境
も
充
実
さ
せ
、

英
語
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る

た
め
の
英
語
教
育
改
革
を
推
進
し
て
き
た
。

　
同
学
部
で
は
、
そ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

土
台
と
し
て
、
学
部
独
自
の
英
語
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
１
年
次
前
期
の
履
修
科
目

は
、
約
６
割
が
英
語
関
連
の
科
目
と
な
る

（
図
１
）。
同
学
部
で
は
、
２
つ
の
セ
メ
ス

タ
ー
制
と
４
つ
の
ク
オ
ー
タ
ー
制
を
併
用

し
て
お
り
、
反
復
学
習
が
重
要
と
な
る
英

語
関
連
の
科
目
は
、
ク
オ
ー
タ
ー
制
と
し

て
、
短
期
に
授
業
時
数
を
多
く
設
定
し
て

集
中
的
に
学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
国
際
地

域
学
部
１
年
の
相
原
光こ

う

貴き

さ
ん
は
、
１
年

生
の
前
期
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
英
語
の
授
業
が
１
日
２
〜
３
コ
マ
あ
る

日
が
週
４
日
あ
り
、
さ
ら
に
、
１
週
間
に

２
回
は
課
題
が
出
る
な
ど
、
毎
日
、
英
語

を
学
習
し
て
い
ま
し
た
」

　
ど
の
科
目
も
、
学
生
の
英
語
力
に
よ
っ

て
３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
授
業
は
原
則
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
が
担
当
し
、

英
語
で
進
め
ら
れ
る
。
国
際
地
域
学
部
１

年
の
遠
藤
優ゆ

う

海み

さ
ん
は
、
英
語
の
授
業
は

楽
し
い
と
話
す
。

　「
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
授
業

で
も
、
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る

機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
授
業
は
活
動
中

心
で
楽
し
く
取
り
組
め
ま
す
し
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
の
力
が
大
学
入
学
時
に
比
べ
て
格

段
に
上
が
り
ま
し
た
」

　
同
学
部
で
は
、
英
語
力
の
目
標
を
、
１

年
次
前
期
修
了
時
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
４
８
０

以
上
、
後
期
修
了
時
に
５
０
０
以
上
と
設

定
し
、
最
終
的
に
は
留
学
資
格
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
５
３
０
以
上
、
目
標
５
５
０
以
上
と

し
て
い
る
。

　「
１
年
生
前
期
修
了
時
に
受
験
し
た
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
で
は
、
大
半
の
学
生
が
前
期
の
目

標
を
達
成
し
て
い
ま
し
た
。
集
中
し
て
英

語
を
学
ぶ
こ
と
は
、
大
き
な
効
果
が
あ
っ

た
と
捉
え
て
い
ま
す
」（
寺
岡
副
学
長
）

＊１　Teaching English to Speakers of Other Languages の略。英語を母国語としない人に指導するために、第二言語習得理論、語彙・文法・発音などの教授法、
カリキュラム、指導案、評価法などを学ぶ。

写真１　英語の授業
は、英語教育のプロ
である英語インストラク
ターが担当。話す機会
を多く設けて、コミュニ
ケーション能力を高めて
いく。

福
井
大
学
国
際
地
域
学
部
国
際
地
域

学
科
１
年

相
原
光
貴

　あ
い
は
ら
・
こ
う
き

地
域
創
生
ア
プ
ロ
ー
チ
志
望
。
三
重

県
・
私
立
海
星
高
校
卒
業
。

福
井
大
学
国
際
地
域
学
部
国
際
地
域

学
科
１
年

遠
藤
優
海
　え
ん
ど
う
・
ゆ
う
み

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
志
望
。
宮

城
県
宮
城
第
一
高
校
卒
業
。
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１
年
次
前
期
に
英
語
科
目
を
集
中
、
英
語
で
学
ぶ
力
を
育
成

前期 後期

1クオーター 2クオーター 3クオーター 4クオーター

大学教育入門セミナー 国際地域概論

情報処理基礎 統計入門

英語Ⅰ 英語Ⅴ English Reading English Reading

英語Ⅱ 英語Ⅵ English Writing English Writing

英語Ⅲ 英語Ⅶ 法学概論

英語Ⅳ 英語Ⅷ 政治学概論

TOEFL 対策講座 経済理論

リサーチ入門 弁論法

スピーキングⅠ 異文化コミュニケーション

ジェンダー論 課題探求プロ
ジェクト基礎Ａ

課題探求プロ
ジェクト基礎Ｂ

赤い網かけの箇所は英語、グレーの網かけの箇所は調査・統計に必要とな
る科目を示す。1 年生の前期は、履修科目の約６割が英語科目となり、集
中的に英語を学ぶようにしている。
＊同大学の資料を基に編集部で作成

図１ １年次の履修科目例

Q6-322-00 2016 年度 VIEW21 高校版 12 月号 本文 48 頁 ＭＫ色
校

11/22
羽崎 - -/-

- - -/-
- - -/-

- - -/-
-Q6-322-00 2016 年度 VIEW21 高校版 12 月号 本文 49 頁 ＭＫ色

校
11/22
羽崎

念
校

12/02
立花 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P48-51_view21koukou-12g.indd   49 16/12/02   13:20



　
２
つ
め
の
特
徴
は
、
実
際
に
地
域
の
課

題
に
取
り
組
む
専
門
教
育
科
目
「
課
題
探

求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
１
年
次
か
ら
設

け
て
い
る
こ
と
だ
（
図
２
）。
こ
れ
は
、
学

生
が
県
内
の
企
業
や
自
治
体
な
ど
に
出
向

い
て
、
様
々
な
課
題
を
知
り
、
調
査
し
、

課
題
解
決
の
一
端
を
提
案
す
る
と
い
う
実

践
的
な
授
業
と
な
る
。

　「
座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
す
る
場
と

し
て
、
そ
し
て
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ

て
到
達
目
標
も
高
く
な
る
よ
う
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
課
題
の

探
求
と
問
題
解
決
を
通
し
て
、
意
思
決
定

力
や
批
判
的
な
思
考
を
育
む
と
と
も
に
、

リ
ア
ル
な
社
会
を
理
解
し
、
自
分
の
進
路

を
考
え
る
機
会
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
」（
寺
岡
副
学
長
）

　
１
年
次
３
ク
オ
ー
タ
ー
の
「
課
題
探
求

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
礎
Ａ
」を
例
に
、授
業
内

容
を
見
て
い
こ
う
。こ
の
科
目
で
は
、鉄
道
、

観
光
業
、
製
造
業
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に

学
生
５
人
で
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
１
チ
ー

ム
２
つ
の
企
業
・
団
体
を
訪
問
し
、
社
員
・

職
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
遠
藤
さ

ん
は
、人
事
が
テ
ー
マ
の
チ
ー
ム
と
な
り
、

１
社
目
の
訪
問
先
は
建
設
資
材
な
ど
の
販

売
を
行
う
企
業
だ
っ
た
。質
問
内
容
は
、メ

ン
バ
ー
で
分
担
を
し
て
訪
問
先
の
業
務
内

容
や
人
事
の
仕
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
調

べ
て
か
ら
、案
を
出
し
合
い
決
め
た
。

　「
訪
問
先
や
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
人
事
の
仕
事
内
容
は
あ
ま
り
知
ら

ず
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て

分
か
る
よ
う
な
こ
と
は
聞
け
な
い
た
め
、

質
問
内
容
を
具
体
化
す
る
の
は
大
変
で
し

た
。で
も
、自
分
が
就
職
活
動
を
す
る
際
に
、

ど
の
よ
う
な
観
点
で
見
ら
れ
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
自
分
に
は
な
い
視
点
で
の
質

問
が
出
て
き
て
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

　
訪
問
先
は
全
12
チ
ー
ム
で
す
べ
て
異
な

り
、24
社
・
団
体
が
協
力
し
た
。同
大
学
で

は
、
１
９
９
２
年
に
地
域
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
（
現
・
産
学
官
連
携
本
部
）を
、
95
年

に
は
県
内
企
業
に
よ
る
協
力
会
を
設
立
し
、

工
学
部
を
中
心
に
産
学
官
連
携
を
進
め
て

い
る
。
協
力
会
の
会
員
企
業
は
、
２
０
０

社
以
上
（
16
年
11
月
現
在
）。
同
学
部
は
、

こ
う
し
た
大
学
と
企
業
、
そ
し
て
自
治
体

等
と
の
連
携
実
績
を
基
に
、
30
以
上
の
企

業
・
自
治
体
等
の
協
力
を
取
り
つ
け
た
。

　「
協
力
企
業
・
自
治
体
に
よ
る
協
議
会
を

結
成
し
、
学
部
運
営
に
意
見
を
い
た
だ
く

な
ど
、
協
働
し
て
教
育
を
推
進
し
て
い
く

体
制
を
築
き
ま
し
た
。
地
域
か
ら
本
学
部

年次 科目名 授業概要

４
年
次

前
期

課題探求
プロジェクト
ⅢＣ

グローバルアプローチ（３年次後期に留学を終えた学生が対象）：
留学中に各自の設定した探求課題を踏まえて、外国人との共生や
地域資源の海外発信を地元コミュニティーや自治体の観光関連部
局に提案する。

３
年
次

後
期

課題探求
プロジェクト
ⅢＢ

地域創生アプローチ：前期の取り組みを踏まえて、各チームが調
査や企画の実施、発案を行う。連携先の企業や自治体、住民と
ともにデータの分析、改善プランの検討などを行い、案をまとめ
て報告し、報告書を作成する。
グローバルアプローチ（３年次前期に留学を終えた学生が対象）：
留学中に各自の設定した探求課題を踏まえて、外国人との共生や
地域資源の海外発信を地元コミュニティーや自治体の観光関連部
局に提案する。

前
期

課題探求
プロジェクト
ⅢＡ

地域創生アプローチ：連携先の企業や自治体などに課題解決の
一助を提案するため、テーマごとにチームを組み、特定の課題に
ついて、必要な法規や情報、課題に関連する学問分野の文献学習、
教員やゲストスピーカーのレクチャーから学び、予備調査や後期
の調査・分析・発案の内容、日程を企画する。
グローバルアプローチ：自治体の外国人担当部局や商工観光関連
部局と連携し、具体的な事案や観光商品開発などについて改善
提案を行う。

２
年
次

後
期

課題探求
プロジェクト
Ⅱ

地域創生アプローチ：各自の問題意識の下に、具体的な課題や
企業・自治体の特定の課題について、継続的な調査の実施や就
業体験、イベント・活動への参加を通した体験的な学習を行う。
グローバルアプローチ：異文化交流やダイバーシティ（＊１）に関
連して自治体の生涯学習ないし商工観光などの部局や関係団体
の実施するイベントや取り組みの企画・運営にチームで加わり、
体験的な学習や調査を行う。

前
期

課題探求
プロジェクト
Ⅰ

地域創生アプローチ：地域社会や企業などで発生する問題につい
て、教員の講義やゲストスピーカーの説明を受けて、グループディ
スカッションを行う。さらに、現場での活動体験や聞き取り調査
をし、それらをまとめて報告する。
グローバルアプローチ：異文化理解教育のあり方や地域の中での
外国人問題、県内企業のグローバル展開などをテーマに、学校
現場や自治体等への訪問・視察、イベント参加を行う。

１
年
次

４
ク
オ
ー
タ
ー

課題探求
プロジェクト
基礎Ｂ

タイのグローバル人材育成を日本のそれと比較し、分析を行う。
また、タイでの短期研修プログラムを通して、タイのグローバル人
材育成の具体的な取り組みを体験し、学習する。

課題探求
プロジェクト
基礎Ｂ

他国・他文化における読み書きの慣習を学び、自らも様々な様式
の読み書きを行う。その上で、３〜４人のチームで、地域の小・中
学生とともに物語の読み、語り、創作を日本語と英語で行う。英
語の読み書き能力全般を向上させることを目的とした科目。

３
ク
オ
ー
タ
ー

課題探求
プロジェクト
基礎Ａ

少人数のチームごとに、地域で生じている様々な課題を抱える現
場や、企業・自治体等の具体的な現場を複数訪問。各チームは
訪問先の事前調査、ヒアリング設計、事後分析を行い、報告会
で学生自身の気づきや課題を洗い出す。

＊１　多様性などの意味をもつ英語。　　　　　　　　　　　　　＊同大学の資料を基に編集部で作成

図２ 「課題探求プロジェクト」の概要
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同
学
部
の
教
育
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
が
、
寺
岡
副
学
長
は
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。
初
年
度
の
入
試
で
は
、

出
願
者
の
半
数
以
上
が
県
外
出
身
者
だ
っ

た
。
実
際
の
入
学
生
は
２
対
１
で
県
内
出

身
の
方
が
比
率
が
高
い
が
、
県
外
出
身
の

学
生
も
多
く
い
る
こ
と
で
、
学
部
内
に
は

さ
ら
に
活
気
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　「
学
部
１
期
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど

の
学
生
も
意
識
を
高
く
持
っ
て
い
ま
す
が
、

特
に
県
外
出
身
の
学
生
は
、
ど
の
活
動
も

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
高
校
教
師
対
象

の
進
学
説
明
会
で
は
、
他
学
部
の
３
・
４
年

生
に
交
じ
っ
て
、本
学
部
の
１
年
生
が
堂
々

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
し

た
。
随
時
開
催
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
で
は
、
国
際
地
域
学
部
の
学
生
に
案

内
さ
れ
た
高
校
生
や
保
護
者
か
ら
の
評
判

が
高
く
、
学
内
か
ら
も
本
学
部
生
へ
の
期

待
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
」（
寺
岡
副
学
長
）

　
学
生
の
積
極
的
な
姿
勢
は
、
学
び
に
も

表
れ
て
い
る
。
遠
藤
さ
ん
は
、
大
学
の
短

期
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、

１
年
生
の
夏
休
み
に
３
週
間
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
マ
ラ
ヤ
大
学
で
の
語
学
研
修
に
参
加

し
た
。
毎
日
３
時
間
の
英
語
の
授
業
の
ほ

か
に
、
民
族
音
楽
や
舞
踊
な
ど
も
学
び
、

最
終
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
発
表
し
た
。

　「
現
地
の
大
学
生
が
バ
デ
ィ
と
し
て
つ
い

へ
の
期
待
を
感
じ
て
い
ま
す
」（
伊
藤
教
授
）

　
既
に
あ
る
学
内
の
資
源
を
有
効
に
取
り

入
れ
、
文
理
融
合
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
寺
岡
副
学
長
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
現
代
の
地
域
社
会
が
抱
え
る
問
題
は
複

合
的
で
あ
り
、
自
然
科
学
系
の
基
礎
知
識

と
方
法
の
助
け
を
借
り
、
そ
の
解
決
を
目

指
し
て
複
合
的
、
総
合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
学
部
が
研
究

対
象
と
す
る
地
域
の
課
題
と
い
う
観
点
か

ら
見
た
、
自
然
科
学
系
の
基
礎
知
識
と
リ

テ
ラ
シ
ー
を
培
う
と
い
う
目
的
で
、
自
然

科
学
の
専
門
科
目
を
配
置
し
ま
し
た
」

　
専
門
教
育
の
「
総
合
科
学
科
目
」
は
、

地
域
の
課
題
に
密
接
に
か
か
わ
る
「
生
活

環
境
」「
科
学
技
術
」「
医
療
」
の
３
分
野

と
し
、「
科
学
技
術
」
は
工
学
部
、「
医
療
」

は
医
学
部
の
専
門
教
育
科
目
か
ら
履
修
科

目
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
課
題
解
決
に
必

須
と
な
る
リ
サ
ー
チ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
も
専

門
科
目
を
配
置
し
た
。

　「
た
だ
地
域
に
飛
び
込
む
の
で
は
な
く
、

て
く
れ
て
、
観
光
案
内
も
し
て
く
れ
た
の

で
、
ず
っ
と
英
語
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

前
期
の
授
業
で
み
っ
ち
り
鍛
え
ら
れ
て
い

た
の
で
、
英
語
で
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
ま
し
た
」（
遠
藤
さ
ん
）

　
英
語
を
徹
底
的
に
学
び
、
課
題
解
決
型

学
習
を
積
ん
で
い
る
学
生
は
、
将
来
を
ど

の
よ
う
に
見
据
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　「
発
展
途
上
国
の
教
育
に
関
心
が
あ
り
、

そ
れ
に
か
か
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
青
年
海
外
協
力
隊
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
」（
遠
藤
さ
ん
）

　「
将
来
の
職
業
は
具
体
的
に
決
ま
っ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
学
部
で
英
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
り
、
経
済
や
政
治
な
ど
の
知

識
も
身
に
つ
け
て
、
世
界
中
、
場
所
を
問

わ
ず
に
働
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
相
原
さ
ん
）

　
そ
の
よ
う
な
意
欲
に
応
え
続
け
る
学
部

で
あ
り
た
い
と
、
伊
藤
教
授
は
語
る
。

　「
一
生
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
や
そ
の
方

向
性
を
見
つ
け
る
場
と
し
て
、
本
学
部
は

最
適
で
す
。
地
域
に
出
て
、
実
際
の
課
題

に
向
き
合
い
、
そ
れ
に
真
剣
に
取
り
組
む

人
に
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
に
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
か
、
自
分
の
軸
を
模
索
で

き
る
学
部
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

地
域
が
抱
え
る
課
題
を
客
観
的
に
捉
え
ら

れ
な
け
れ
ば
、
有
効
な
解
決
策
は
見
い
だ

せ
ま
せ
ん
。
論
理
的
な
裏
づ
け
が
な
け
れ

ば
、
ど
ん
な
に
よ
い
解
決
策
で
も
相
手
を

納
得
さ
せ
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
社

会
調
査
の
手
法
や
統
計
学
な
ど
を
学
ぶ
科

目
を
１
・
２
年
次
に
配
置
し
、『
課
題
探
求

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
実
践
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」（
伊
藤
教
授
）

写真２　課題解決策を考えるためには、まず課題を客
観的に分析し、問題がどこにあるのかを把握すること
が重要になる。そのためのリサーチ・リテラシーを身に
つけるため、「統計学入門」などの専門科目も配置した。
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